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1.　はじめに
1.1　問題の所在 ・ 子どもの実際　
中学校 2年生を対象とした PISA調査 （2015）
での 「理科学習に対する道具的な動機付け」
指標は， 2006 年調査に比べて大きく向上したも
のの， 「科学の楽しさ」 指標や 「理科学習者と
しての自己効力感」 指標， 「科学に関連する活
動」 指標といった項目は， 2006 年， 2015 年調
査ともに， OECD 平均に比べて低い （国立教育
政策研究， 2016）。
TIMSS調査 （2015） では， 小学校の理科の
勉強が楽しいと 「強く思う」 と， 理科の勉強が楽
しいと 「そう思う」 を合わせた肯定的な回答が 90 
% （87 %） （カッコ内は国際平均の値，以下同様）
に達している。 この結果は， 国際平均値を超える
結果である。 ところが中学校では， 理科の勉強が
楽しいと 「強く思う」 と，理科の勉強が楽しいと 「そ
う思う」 を合わせた肯定的な回答が 66 % （81 %）








鶴山ら （2008） は， 子どもの遊びの実態につ
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の視点から調べ， 外遊びの機会の減少を危惧し，
文部科学省 （2007） は 「科学技術のブラックボッ









新学習指導要領 （2017） では， 知識の理解
の質を高め資質 ・ 能力を育む 「主体的 ・ 対話




無藤 （2015） は， 資質 ・ 能力としての学力
の構造イメージの中であげられているイメージ図
（図 1） から， 「主体的に学ぶ情意」 が学力のエ
ンジンと表現している。 この学びの原動力， エン
















































（出典 : 「育成すべき資質 ・能力とは」 『中央
教育審議会提出資料』 4 スライド目より転載）
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③ 質問の確認を廃止。 話の途中に， 聞いてい
る人の表情で感じ取ったり， 「どういうこと？」
などの呟きに発表者が反応できるようにする。
④ 発表の最中に必ず， 聞いている人との 「やり
とり」 （会話のキャッチボール） を 1 回は入れ
ることを追加する。 1 回のやりとりは， 人 A さ
ん→人 B さん， 人 B さん→人 A さん， 人 A














むことになると考えた。 また， 長沼 （2015） は，











せてください」 と要望があったため， 2年次の 1





池内 （1996） は， 『科学の考え方 ・ 学び方』
の中で， 「常に人々の間での対話を通じて合意
を形成していくことが必要」 と述べ， また 「科学
者は， わかりやすく話す訓練をしておかねばな
らない」 と述べている。 これらの内容から， 「科
学は， 相手に伝え終えるまでが科学である」 と
考え始めた。 双方向のコミュニケーションによる














た。 無藤 （2015） の述べる， 学力の構造イメー











理科の授業の冒頭に 1 人ずつ 「理科話」 を
行った。1年次は 1人 1回，2年次は 1人 3回行っ
た。 年 4 回ある教育実習生による授業期間中は
行わなかった。
2.6　調査対象
鳥取大学附属中学校，第 2学年 4 クラス （男
子 ： 65 名， 女子 66 名） を対象に， 平成 29 年
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1 月初旬に行い， その結果は表 2の通り。 使
用している言葉は， 省略形で示している。 設問
1 〜 3 は， 「強く思う」 と 「そう思う」 の肯定的な
回答を選んだ者の割合を表している。
結果のデータ設問 3 （理科を勉強することは，





設問 2 （理科を勉強すると， 日常生活に役立つ
と思いますか） から， 日本の全国平均 （62 ％）
よりも高かった。






表１. 各クラスの理科話題材名 （1年次， 計 133話）
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今回の実践から， 中学校 2 年生の段階で学
びの原動力である理科への興味や関心の高さを
見ることができたことは， 大きな成果と考える。 し
かし， 課題も残っている。 理科話の活動が， ど
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表 2. アンケート調査結果 （記述を除く）
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資料１　アンケート調査用紙
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